
一
九
七
0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に
登
場
し

た
環
境
倫
理
学
で
は、

原
生
自
然

(
wilde
rness)

を
人
の
手
か
ら
守
る
と

い
う
自
然
保
護
観
を
背
景
に、
「
自
然
に

は
人
間
の
利
害
に
左
右
さ
れ
な
い
固
有

の
価
値
が
存
在
す
る
か」
に
つ
い
て
幅
広

い
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た。

自
然
の
価

値
は
あ
く
ま
で
人
間
の
利
用
（
資
源、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど）
の
観
点
か
ら

存
在
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば、

そ
の
場

合
の
自
然
の
価
値
は
「
道
具
的
価
値

(ins
t

ru
men
tal
 value)」
と
呼
ば
れ
る。

逆
に、

人
間
の
利
用
と
は
無
関
係
に
価

値
が
あ
る
と
考
え
る
場
合、

自
然
に
は

「
内
在
的
価
値
(
in
trins
ic
v
alue)」
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る。
自
然
の
価
値

は
道
具
的
価
値
だ
と
す
る
な
ら
ば、

自

然
保
護
の
理
由
は
「
人
間
の
利
用
の
た

め」
に
な
る。

内
在
的
価
値
を
認
め
る

な
ら
ば、

自
然
保
護
の
理
由
は
「
自
然

そ
れ
自
体
の
た
め」
に
な
る。
は
た
し
て

ア
メ
リ
カ
の

「
自
然
の
価
値
輪」
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経
験
知
を
い
か
に
共
有
す
る
か

そ
の
手
が
か
り
を
ア
ー
ン
ス
タ
イ
ン

の
人
生
か
ら
探
る
こ
と
が
で
き
る。

「
市
民
参
加
の
梯
子」

や
「
一
歩
踏
み

出
す
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト」
は
彼

自
然
の
価
値
は
ど
ち
ら
の
価
値
な
の
か。

自
然
保
護
に
共
感
す
る
人
に
は、

自

然
の
内
在
的
価
値
と
い
う
考
え
方
の
ほ

う
が
し
つ
く
り
く
る
だ
ろ
う。
そ
の一
方

で、

内
在
的
価
値
を
も
つ
自
然
を
守
る
と

い
う
場
合
に
は、
人
間
に
よ
る
自
然
の
利

用
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
と
い
う
問

題
が
生
じ
る。
単
純
に
考
え
て、
自
然
を

道
具
と
し
て
見
て
は
い
け
な
い
と
な
っ
た

ら、
人
間
の
自
然
利
用
は
ほ
と
ん
ど
で
き

な
く
な
る
だ
ろ
う。
内
在
的
価
値
を
も
っ

自
然
を
人
の
手
か
ら
守
る
と
い
う
論
理
か

ら
す
る
と、

先
住
民
に
よ
る
自
然
利
用

も
禁
止
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る。

こ
の
問
題
は、

日
本
の
環
境
倫
理
学

で、

鬼
頭
秀一
や
丸
山
徳
次
ら
に
よ
っ

て、

人
の
手
が
入
っ
た
自
然
保
護
と
い

う
観
点
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て、

発
展
的
に
解
消
さ
れ
た。

鬼
頭
は、

原
生
自
然
を
人
の
手
か
ら

守
る
と
い
う
自
然
保
護
観
は
ア
メ
リ
カ

I 111111111111111111111111111111111 

最
後
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
先
を
考

に
特
有
の
ロ
ー
カ
ル
な
思
想
で
あ
り、

ま
た
自
然
か
ら
「
切
れ
た」

都
会
の

人
々
の
自
然
観
で
あ
る
と
喝
破
し
て、

他
の
地
域
（
第
三
世
界
な
ど）

で
は
人

と
自
然
を
二
分
法
的
に
と
ら
え
ず
に、

人
と
自
然
が
「
生
身」
の
関
係
を
取
り

結
び、

持
続
可
能
な
利
用
が
実
現
さ
れ

て
き
た
場
合
が
多
い
と
主
張
し
た。

丸
山
は、

日
本
に
お
け
る
「
里
山」

の
保
全
に
注
目
す
る。
「
里
山」
は
人
が

手
を
入
れ
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
自
然
で
あ
る。

重
要
な
の
は、

自
然
を
人
の
手
か
ら
守

る
こ
と
で
は
な
く、

適
切
な
「
手
入
れ」

に
よ
り
自
然
を
守
る
こ
と
な
の
で
あ
る。

近
年
で
は
国
際
的
な
自
然
保
護
の
世

界
で
も
こ
う
し
た
見
方
が
強
く
な
っ
て

い
る。

そ
れ
を
考
え
る
と
「
道
具
的
価

値」
か
「
内
在
的
価
値」
か
を
二
者
択

一
と
し
て
論
じ
る
価
値
論
は、

も
は
や

時
代
遅
れ
と
い
っ
て
よ
い。

「
自
然
保
護」
対「
自
然
保
護」

二
―
世
紀
に
入
り、

自
然
保
護
が
半

ば
常
識
に
な
っ
た
時
代
に、

人
間
の
利

害
だ
け
を
標
榜
す
る
「
開
発」
は
少
な

く
な
っ
て
き
た。

開
発
事
業
者
も
「
環

境
保
全」
や
「
自
然
へ
の
配
慮」

を
謳

う
時
代
に
な
っ
た
の
だ。

最
近
目
立
つ
の
は、
「
自
然
保
護」

と
「
自
然
保
護」
の
対
立
構
造
で
あ
る。

が
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い。

士
課
程
修
了
（
博
士
（
学
術））。
専

門
は
社
会
学、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ。

物
理
的
な
環
境
に
関
す
る
合
意
形
成

を
専
門
と
し、
総
務
省
や
農
水
省
な

ど
の
有
識
者
会
議
委
員
を
務
め
る。

す
ぐ
に
思
い
つ
く
の
は
再
エ
ネ
開
発
を

め
ぐ
る
問
題
だ。
こ
こ
で
は
広
い
意
味

で
の
自
然
保
護
を
標
榜
す
る
事
業
者
が

自
然
破
壊
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
批
判

さ
れ
て
い
る。
こ
の
件
は
以
前
に
と
り

あ
げ
た
の
で
今
回
は
省
略
す
る。

「
オ
フ
セ
ッ
ト」
の

落
と
h
ほ
↑
—

今
回
は、

自
然
再
生
事
業
と、

近
年

生
物
多
様
性
保
全
の
世
界
で
強
調
さ
れ

て
い
る
「
オ
フ
セ
ッ
ト
（
相
殺）」
と
い

う
仕
組
み
を
問
題
に
し
た
い。

自
然
再

生
事
業
は、

基
本
的
に
は
過
去
に
失
わ

れ
た
自
然
を
再
生
す
る
事
業
で
あ
り、

生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
は
望
ま

し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る。
し
か
し、

環
境
倫
理
学
者
ア
ン
ド
リ
ュ
ー・
ラ
イ
ト

は、

自
然
再
生
の
中
に
「
悪
意
の
あ
る

再
生」
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る。
こ
れ
は、

開
発
の
た
め
の
言
い
訳

と
し
て
自
然
再
生
が
使
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
指
す。

別
の
と
こ
ろ
に
同
等
の

自
然
を
再
生
す
る
か
ら、
こ
の
開
発
は

認
め
ら
れ
る
と
い
う
理
屈
で
あ
る。
こ
の

理
屈
が、

近
年
の
生
物
多
様
性
保
全
を

め
ぐ
る
議
論
の
中
で
半
ば
公
認
さ
れ
つ
つ

あ
る
よ
う
に
見
え
る。

二
0
二
ニ
年

三
月
に
「
昆
明・
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組」
が
採

択
さ
れ、

生
物
多
様
性
保
全
の
取
り
組

み
が
新
し
い
段
階
に
入
っ
た。
そ
の
中
に、
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